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論　　文　　の　　要　　旨
　［N（CH3）4］2Mα4（M＝Mη，Fe，ZR）の高温，高圧下における整合一不整合相転移を実験室系およ
び放射光X線回折を用いて研究した。Mη化合物において，長周期構造をもついくつかの新しい整合
相（5／11相，4／9相，7／16相，3／7相，2／5相，5／互2相）の存在を見い出し，変調周期の圧力依存性が「悪
魔の階段」的な振舞を示すことを明らかにした。また，Mn，Fe，Zn化合物の圧力一温度相図を決定し，
整合相の普遍的な相図を提案した。この相図は，競合する相互作用をもつANNMモデルから予言さ
れる理論的結果とよい一致を示した。さらに，放射光を用いた高分解能X線測定の実験から，不整合
衛星反射が変調周期の方向に非対称でブロードな波形を示すことを見い出し，この波形の異常が試料
の履歴に依存することを示した。また，単斜晶相における自発歪が高圧下で特異な挙動を示すことを
見い出し，この挙動が以前から報告されている［N（C蕊3）4］2MBr2化合物の結果と一致することを示した。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は，高圧という極端条件下でのX線回折実験をたくみに行い，結晶における相転移を物質の
種類によらない普遍的な現象としてとらえるのに成功している。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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